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清水 透 教授略 歴 • 著作 目録

*  2009年3月3 1日をもって慶應義塾大学 

経済学部を定年退職するのにともない， 

本学会を退会する会員の略歴•著作目録 

を次頁以下に掲載します。

本誌編集委員会



清水透教授略歴•著作目録

2 0 0 8 年 1 2 月 6 日現在

生年月日

1943年 7 月3 0 日 （松本市）

学 歴

1962年 4 月東京外国語大学外国語学部スペイン語学科入学 

1966年 3 月 同 学 卒 業

1966年 5 月東京外国語大学大学院外国語学研究研究科ロマンス系言語専攻入学 

1968年 3 月 同 研 究 科 修 了 （文学修士）

1973年 8 月メキシコ大学院大学エル . コレヒ才•デ • メヒコ歴史学博士課程(C e n tro d e  E stu d io s  H istoricos, 
E l Colegio de M exico) 入学 

1976年 7 月 同 課 程 単 位 取 得 退 学

職 歴

1968年 4 月〜 73年 3 月 東京外国語大学外国語学部スペイン語学科助手（スペイン語学）

1973年 4 月〜 77年 3 月 同学 専任講師（中南米史）

1977年 4 月〜 87年 3 月 同学 助教授

1979年 4 月〜 93年 3 月 同学 大学院地域研究研究科担当（ラテンアメリカ歴史文化論)
1987年 4 月〜 93年 3 月 同学 教授

1992年 4 月〜 93年 3 月 同学 大学院地域文化研究科博士課程担当

1992年 11月〜 93年 3 月 同学 大学院地域文化研究科長

1992年 11月〜 93年 3 月 同学 評議員

1993年 4 月〜 96年 3 月 獨協大学外国語学部教授（比較文化論 • スペイン語）

1996年 4 月〜 99年 3 月 フェリス女学院大学文学部国際文化学科•同大学院担当教授

(ラテンアメリカ地域研究

1997年 4 月〜 98年 3 月 同学 文学部国際文化学科主任

1997年 4 月〜 98年 3 月 同学 大学院地域研究コース主任

1997年 4 月〜 99年 3 月 同学 国際交流学部国際交流学科教授（併任）
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1999年 4 月〜2009年 3 月慶應義塾大学経済学部教授（ラテンアメリカ社会史）

2001年 3 月〜現在 京都ラテンアメリカ研究所客員研究員

なおこの間に，津田塾大学国際関係論学科，学習院大学法学部，茨城大学人文学部，明治大学文学部，国 

際キリスト教大学社会科学科，一橋大学社会学部，信州大学人文学部，熊本大学文学部，横浜国立大学教育 

人間科学部，広島大学総合科学部，東京大学大学院人文社会系研究科において，非常勤講師としてラテンア 

メリカ社会経済論，ラテンアメリカ歴史社会論，ラテンアメリカ史を担当した。

学 会

1978年〜現在 歴史学研究会会員

1979年〜92年 西日本宗教学会会員

1979年〜現在 日本歴史学協会会員

1980年〜現在 日本ラテンアメリカ学会会員（理事 4 期）

1982年〜現在 日本西洋史学会会員

1993年〜2000年 「宗教と社会」学会会員

2007年〜現在 日本オーラル• ヒストリー学会会員•理事

役職歴

1993年 7 月〜2005年 5 月 

1996年 4 月 〜 99年 3 月 

1997年 4 月 〜 99年 3 月 

1999年 4 月〜2001年 3 月 

1999年 6 月〜2001年 5 月

「M ahoN E T -21  — 骨髄バンクを支える大学•市民ネットワーク」代表 

(財）骨髄移植推進財団普及広報委員 

同普及広宰報委員長•企画管理委員 

同企画管理委員•理事 

日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員

著 作 目 録

編者書

『コーラを聖なる水に変えた人々一メキシコ• インディオの証言』現代企画室，1 9 8 4年。（リカルド•ポサ 

スとの共著）

『エ ル • チチョンの怒り一メキシコにおける近代とアイデンティティ』東京大学出版会，1 9 8 8年。 

R eorg am za cto n  de las co m u m aa des  rurales y  su  tn flu e n c ta  sobre la e tm c id a d  urbana en  el com plejo  
cu ltura l iberoam ericano, U n ivers idad  de E stu d io s  E x tran je ro s  de Tokio, 1992. (編著）

『「他者」 との遭遇』（南北アメリカ史講座第1 巻）青木書店，1 9 9 2年。 （富田虎男との共編著）
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『転換期としての現代世界一地域から何がみえるか』国際書院，1 9 9 3年。 

『グローバル化の時代へ』（フェリス社会人大学講座I ) 国際書院，1 9 9 9年 

『ラテンアメリカ一統合圧力と拡散のエネルギー』大月書店，1 9 9 9年。

(中嶋嶺雄との共編著) 
(編著) 
(編著)

ラテンアメリカ史/歴史学関連主要論文

「メキシコ国民経済と経済政策」松村清ニ郎編『ラテンアメリカの石油と経済一メキシコとベネズエラ』 

アジア経済研究所，1 9 7 0年。

「ラテンアメリカの政治的風土」松村清ニ郎編『ラテンアメリカの石油と経済（続）一ブラジル，アルゼンチ 

ンと中小産油国』アジア経済研究所，1 9 7 0年。

「『制度的革命』と意志決定のメカニズムについて」『海外事情』N o . 6 ,拓殖大学海外事情研究所，1 9 7 1年。

Los je su ita s  en  S ina loa  (シナロアのイエズス会）， (M im eog.) E l Colegio de M exico, 1976.
「メキシコにおけるキリスト教世界の成立と原住民社会」『南部メキシコ村落におけるカトリック系文化の研 

究』川島弘文社，1 9 8 1年。

「メキシコにおけるエスニック• セクト〈メノニータス〉について」「「第三世界」の社会変動と地域研究』東 

京外国語大学海外事情研究所，1 9 8 4年。

「コーヒー• プランテーションとインディオ共同体一メキシコ•チアパス高地の労働力移動」『人的移動にと 

もなう都市および農村の変容』東京外国語大学海外事情研究所，1 9 8 7年。

「共同体と共同意識一インディオ社会を中心に」西川正雄，小谷汪之編『現代歴史学入門』東京大学出版会， 

1987 年。

「インディオ共同体とカシキスモ一チヤムーラ社会の事例を中心に」『ラテンアメリカ社会とカシキスモ』東 

京外国語大学外国語学部， 1987 年。

「チヤムーラの世界と接近の方法」『季 刊 iich iko』N o .4，日本ベリエール• アートセンター，1 9 8 7年。

「メキシコの民衆宗教」柴田三千雄編『民衆文化』岩波書店，1 9 9 0年。

「〈内なる荒野〉と都市の〈インディオ化〉一中央アメリカにおける近代と在地の民衆」（1 9 9 0年度歴史学研 

究会大会全体会報告）『歴史学研究』1 1 月増刊号（N o .61 3 )，1 9 9 0年。

「ゆれうごく都市」文化科学高等研究院 . 都市文化科学研究センター編『都 市 • 空間 • 建築の根拠をさぐる』 

飛島建設開発事業部，1 9 9 1年。

「対象と理論のはざま」『社会研究』第 2 2 号，法政大学大学院社会学専攻委員会，1 9 9 2年。

“Ind igen izacion  de u n  cen tro  u rb an o  y  el con cep to  de espacio  fronterizo : el caso de S an  C ris to b a l de 
Las C asas, C his., M exico” en  T oru  S H IM IZ U (C o od .), R eorgan izac ton  de las co m unid ades rurales  
y  su  in flu e n c ia  sobre la e tn ic id a d  urbana en  el com plejo  cu ltura l iberoam ericano, U n iv ers idad  de 
E stu d io s  E x tran je ro s  de Tokio, 1992.

「都市的秩序の崩壊一メキシコにおける都市の〈インディオ化〉」伊豫谷登士翁 • 梶田孝道編『外国人労働者
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論』弘文堂，1 9 9 2年。

「『発見』一その世界史的意味をさぐる」清水透 • 富田虎男編『「他者」 との遭遇』青木書店，1 9 9 2年。

「他者の発見 • 他者の創造」『季刊 iichiko』N o.25，日本ベリエール• アート - センター，1 9 9 2年。

「コロンブスと近代」歴史学研究会編『世界史とは何か』東京大学出版会，1 9 9 5年。

「ラテンアメリカと三つの場」地理教育研究会編『現代世界をどう教えるか1999』（地理 8 月増刊，vol.44, 
通巻 5 2 6号) ，古今書院，1 9 9 9年。

「他者化 . 自然化をめぐって」西川長夫 • 原毅彦編『ラテンアメリカからの問いかけ』人文書院，2 0 0 0年。

「開かれた歴史学へ向けて」保 苅 実 『ラディカル • オーラル . ヒストリー』お茶の水書房，2 0 0 4年。

「フィールドワークと歴史学」歴史学研究会編『歴史学研究』2 0 0 6年 2 月 号 （N o .81 1 )，青木書店，2 0 0 6年。

「オーラル . ヒストリーの地平」 日本学術会議『学術の動向』3 月号，2 0 0 7年。

「離村インディオの流入と都市エスニシティの変容一サンクリストバル市の事例から」倉沢愛子編『都市下 

層の生活構造と移動ネットワーク』明石書店，2 0 0 7年。

「メキシコ . アクテアルにおける虐殺（1 9 9 7年)」松村高夫 • 矢野久編『大虐殺の社会史』ミネルヴァ書房， 

2007 年。

「対象へのまなざしとオーラル- ヒストリー」『日本オーラル- ヒストリー研究』第 4 号/ 2008，日本オーラ 

ル • ヒストリー学会，2 0 0 8年。

ラテンアメリカ史/ 歴史学関連学会報告•講演

「ジェスイットの所有について」西日本宗教学会第1 2 回学術大会，1 9 8 0年 7 月 2 4 日。

「ヨーロッパ植民地主義と抵抗の形態」日本西洋史学会第3 2 回大会シンポジウム『近代ヨーロッパとカリブ 

海地域』1 9 8 2年 5 月 1 6 日。

「チヤムーラ族の社会一共生とアイデンティティーをめぐって」西日本宗教学会第1 4 回学術大会，1 9 8 2年 

7 月 12 日。

「チヤムーラ族の他者認識について」西日本宗教学会第1 6 回学術大会，1 9 8 4年 7 月 2 9 日。

「プロテスタントの浸透とエスニシティ一一チヤムーラの分裂をめぐって」西日本宗教学会第1 8 回学術大 

会， 1986 年 7 月 12 日。

“E l M undo  de los ch am ulas p a ra  m i ” , conferencia  o rg an izad a  p o r la  E m b a ia d a  del J a p o n  en  M exico ., 
1 9 8 7年 9 月 1 4 日。

“L a s itu ac io n  ac tu a l de los es tu d io s  de A m erica  L a tin a  y  su  p e rsp ec tiv a  com o es tu d io s  de a re a”， 
p o n enc ia  d a d a  en  el X IV  C ongreso  In te rn a c io n a l de LA SA , N ew  O rleans, 1988 年 3 月 18 日。

「祭りと季節労働の弁証法一チアパス高地原住民社会とプランテ一シヨン労働」日本ラテンアメリカ学会第 

9 回定期大会，1 9 8 8年 6 月 5 日。

“Las fiestas co m unales y  las fincas” , conferencia  d a d a  en  la  F ac u ltad  de E cono m ia, U n iversidad de
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C h iapas, M exico, 1989 年 9 月 10 日。

“Los ind ios ex pu lsad os y  el espacio  fro n terizo ” ，conferencia  d a d a  en  el M useo H ist6rico  de San 
C ris to b a l de Las C asas, 1989 年 9 月 17 日。

“Ind igen izacion  de u n  cen tro  u rb an o  y  el co n cep to  de espacio  fro n terizo ” , conferencia  d a d a  en 
C IE SA S, C d. de M exico, 1 9 9 1年 7 月 13 日。

「南北アメリカ史教育と今一ラテンアメリカ史の場合」第 1 3 7回アメリカ史研究会，1 9 9 2年 1 月 1 8 日。

「ラテンアメリカ史におけるo tre d a d  (他者性）と a u to r id a d  (著者性）をめぐって」日本ラテンアメリカ学 

会シンポジウム『ラテンアメリカの5 0 0年』，1 9 9 2年 6 月 7 日。

“Ind igen izacion  de u n  cen tro  u rb an o  y  el co ncep to  de E spacio  F ro n ter izo : E l caso de S an  C ris to b a l 
de Las C asas, C his., M cexico” , p o n en c ia  d a d a  en  G ra d u a te  School o f In te rn a tio n a l R e la tio n s  an d  
Pacific S tud ies, U C , S an  Diego, 1992 年 1 1 月 12 日。

「ラテンアメリカ史から」歴史学研究会創立6 0 周年記念シンポジウム『いま，なぜ歴史学か』（池亨•石井 

寛治 . 岸本美緒 . 倉持俊一 . 林玲子 . 三木亘 . 宫田節子 . 清水透 . 司会：西川正雄) ，1 9 9 2年 1 2 月 5 日。

「インディオ村落へのプロテスタントの拡大と都市のインディオ化」「宗教と社会」学会第 1 回学術大会，1993 
年 6 月 26 日。

「フィールド派歴史学の可能性」 ドイツ現代史学会第2 6 回大会特別講演，2 0 0 3年 9 月 2 2 日。

「歴史学とさまざまな〈歴史実践〉一フィールドワークに新たな歴史叙述の可能性を求めて」歴史学研究会シ 

ンポジウム『方法としての「オーラル • ヒストリー」再考』（桜井厚 • 清水透 • 大門正），2 0 0 5年 4 月 3 日。

「歴史へのまなざしとオーラルヒストリー」 日本オーラル• ヒストリー学会第5 回大会シンポジウム『オー 

ラリティとは何か』（佐藤健ニ • 橋本裕之 . 清水透 . 成田龍一) ，2 0 0 7年 9 月 1 6 日。

「オーラル . ヒストリーと〈和解〉」日本オーラル . ヒストリー学会第6 回シンポジウム（狐崎知已 • 蘭信三 . 
好井裕明 . 清水透) ，2 0 0 8年 1 0 月 1 2 日。

評論 • 時評，対談.討論

「ラテン • アメリカにおける経済統合の停滞」『国際年報6 9 年版』国際問題研究所，1 9 7 3年。

「苦悩するチリ人民連合政権」『週間エコノミスト』毎日新聞社，1 9 7 3年 5 月。

「メキシコ社会の特質」『国際エネルギー情勢の急転に伴う日墨協力関係促進基礎調報告書』アジア経済研究 

所， 1981 年。

「特集オーラル • ヒストリ一一その意味と方法と現在」『歴史学研究』6 月 号 （N o.568), 1 9 8 7年。

「なぜいま地域研究か？ 〈討論〉」中嶋嶺雄 • チャルマーズ • ジョンソン編『地域研究の現在一既成の学問へ 

の挑戦』大修館書店，1 9 8 9年。

「フィールド- ワークの文化理論」『季刊 iich iko』N o .1 6 ,日本ベリエール• アート • センター，1 9 9 0年 7 月。

「中南米」山内昌之 • 民族問題研究会編『入門世界の民族問題』日本経済新聞社，1 9 9 1年。
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「E C 統合をめぐって予測される差別の組み替え」『朝日ジャーナル』Vol.33, N o.40 (臨時増刊号)，朝日新

聞社，1 9 9 1年 1 0 月。

「座 談 会 ラテンアメリカの 2 0 世紀一戦争と革命の時代から新しい社会へ…武者小路公秀 • 清水透•後藤政 

子」『神奈川大学評論』第 3 3 号，1 9 9 9年 7 月。

「討論会戦後歴史学を検証する（ニ）地域と民族」（村井章介 . 清水透 . 板垣雄三 . 栗田禎子 . 小谷汪之.小 

沢弘明）歴史学研究会編『戦後歴史学を検証する一歴研創立7 0 周年記念』青木書店，2 0 0 2年。

「知的いとなみと対象一歴史学の新たな手法をめぐって」東京大学大学院人文社会系研究科『多分野交流プ 

ロジェクト研究ニューズレター』vol.44，2 0 0 3年 1 2 月。

「フィールドワークと歴史学」『戦後派研究会会報』N o .1，2 0 0 5年 1 1 月。

「〈ジェンダーの視点〉は絶対か」『戦後派研究会会報』No.2, 2 0 0 6年 1 月。

「見える世界 • 見えない世界一小谷批判へのコメント」『戦後派研究会会報』N o.2, 2 0 0 6年 1 月。

「富永氏の反論へのコメント」『戦後派研究会会報』N o.5, 2 0 0 6年 8 月。

「〈知〉と対象について」『戦後派研究会会報』N o .7，2 0 0 6年 1 1 月。

「矢野批判に応えて」『オーラル . ヒストリーの現在と課題』（文部省大学院高度化推進特別経費2 0 0 6年度報 

告書) ，2 0 0 7年 5 月。

エッセー

「思想と潮流：ラス • カサス『インディアスの破壊についての簡潔な報告』」『朝日ジャーナル』vol.18, No.47, 
1976 年 1 1 月。

「インディオの復権（1) —(6)」『N H K ラジオ • スペイン語講座テキスト』4一 9 月号，日本放送出版協会，1978 
年 4 月〜9 月。

「メキシコ文化の担い手一インディオとヨーロッパの融合」『朝日新聞』夕刊，1 9 7 8年 1 0 月 3 1 日。

「〈つり合わない軛〉に抗する人々一メキシコの 2 集団と生活を共にして」『毎日新聞』夕刊文化欄，1 9 8 3年 

12 月 26 日。

「インディオ部落で考える」江ロ朴郎他監修『〈南〉からみた世界』大月書店，1 9 8 4年。

「ラテンアメリカ文学“ブーム” の歪み」『新日本文学』N o.451, 1 9 8 5年 4 月。

「私の訳した本」『翻訳の世界』4 月号，1 9 8 5年。

「インディオ庶民史足で書く」『日本経済新聞』朝刊文化欄，1 9 8 7年 1 月 2 0 日。

「わが村の遠来の守護神」『住商ニュース』9 3 号，住友商事株式会社，1 9 8 7年 1 1 月。

「海の底から空は見えるか」『U P 』N o .1 9 7 ,東京大学出版会，1 9 8 9年 3 月。

「メノナイトよ，お前もか」『国際文化学会会報』第 5 号，フェリス女学院大学国際文化学会，1 9 9 6年 1 2 月。

「七年ぶりの村」『三色旗』第 6 2 5 号，2 0 0 0年 4 月。

「行人と渡し舟」『三田評論』N o .1 0 4 3 ,慶應義塾大学，2 0 0 2年 2 月。
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「フィールドワーク覚え書き」『ラテンアメリカレポート』vol.19, no.1，アジア経済研究所，20 02年 5 月。

「チャパスからの通信」『戦後派研究会会報』N o.3, 2 0 0 6年 4 月。

「おはあちやんの皺：Las arru g as  de u n a  a n c ia n ita」『メキシコ • チアパスまつりI I』エキジビション•ス 

ペース，2 0 0 7年 1 0 月。

「マヤのインデイオ，チャムーラの知恵：L a sab id u ria  del pueb lo  C h am u la , g ru p o  in d ig en a  de origen
m aya」『メキシコ • チアパスまつりI I I』エキジビション • スペース，2 0 0 8年 1 2 月。

R • メジャフェ『ラテンアメリカと奴隸制』岩波書店，1 9 7 9年。

アマリア . ロペス他『メキシコ一その人々の歴史』（世界の歴史教科書シリーズN o .2 6 )帝国書院，1 9 8 2年。

(共訳)
G .ボンフィル. バターヤ『アメリカにおける「インディオ」の概念』東京外国語大学海外事情研究所，1 9 8 5年。

書評

「T  • キング著『メキシコ一1 9 4 0年以降の工業化と貿易政策』（T im o th y  K ing, M exico: In d u s tr ia liza tio n  
and  Trade P o lic ies  since 194-0, L ondon, O xford  U n iv ersity  P ress, 1970)」『アジア経済』第 12 卷第 

4 号， 1971 年 4 月。

「書 評 エ ル • コレヒオ • デ • メヒコ編『メキシコの歴史』新潮社，1 9 7 8年」『歴史学研究』N o.466, 1979 
年 3 月。

「私 と 〈本 〉一黒沼ユリ子『メキシコからの手紙』」『総合教育技術』1 月号，小学館，1 9 8 1年。

「ロベール • ジョラン著（和田信明訳）『白い平和』現代企画室，1 9 8 5年」『東京新聞』朝刊，1 9 8 5年 6 月 

28 日。

「大久保教宏『プロテスタンティズムとメキシコ革命一市民宗教からインディへニスモへ』新教出版社，2005 
年」『日本ラテンアメリカ学会会報』2 0 0 8年 3 月。

『平凡社大百科事典』「通商院」「コンスラード」「カラカス会社」「カスタ戦争」「コムネスの反乱」「奴隸」「シ 

マロン」「キロンボ」「ラテン • アメリカ経済」「トマス• ゲージ」「エルナンデス」の各項目，1 9 8 4年。 

岩 波 『世界史史料集7 南北アメリカ先住民の世界から 1 9 世紀まで』「カトリック教会と先住民」「植民 

地の都市空間」「放浪者に対する法規制」「スペイン植民地と情報の流出」「独立直前のメキシコとアメリ

訳書

セルソ . フルタード『ラテンアメリカの経済発展』新世界社，1 9 7 2年。

加茂雄三編訳『キューバ革命』（ドキュメント現代史1 1 ) 平凡社，1 9 7 3年 

スタンレー . R • ロ ス 『メキシコ革命は死んだか』新世界社，1 9 7 7年。

(水野一との共訳) 
(共訳)

(中川文雄との共訳)

[その他]
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カ合衆国」「ボリーバルの人種観」の各項目，岩波書店，2 0 0 8年。

高校世界史検定教科書『詳解世界史』（共著）三省堂，1 9 8 8年。

『詳解世界史 B 』（共著）三省堂，1 9 9 5年。

語学テキスト『N H K ラジオ • スペイン語講座テキスト（応用編) 』1- 3 月号，日本放送出版協会，1 9 7 8年。

『N H K テレビ • スペイン語講座テキスト』4- 9 月号，日本放送出版協会，1 9 7 9年。

童話 絵本 エン リケ • マルチネス作『どうぶつたちのおまつり』』（訳書）講談社，1 9 9 2年。

マルタ . アビレス作『図書館だいすき』（訳書）蝸牛社，1 9 9 6年。

医療/ 生命倫理関連論文 • 学会報告•エッセー

パネル『アジア太平洋骨髄バンクフォーラム』骨髄移植推進財団主催（兵庫県立先端科学技術支援センター） 

1997 年 10 月 5 日。

「先進医療とボランティア」第 2 0 回日本造血細胞移植学会公開シンポジウム報告，1 9 9 7年 1 2 月 2 0 日。

「骨髄移植と骨髄バンク」加藤祐子『私の運命』出版芸術社，2 0 0 0年。

「ひまわりいろの種」佐藤律子編『種まく子供たち一小児ガンを体験した七人の物語』ポプラ社，2 0 0 1年。

「移植医療とボランティア一医師と患者のはざまから」『臨床医』vol.27, n o . 2 ,中外医学社，2 0 0 1年。

「被験者としての患者• ドナーと新規治療法の開発一元患者家族の立場から」第 4 9 回日本輸血学会総会シン 

ポジウム『小児輸血療法の倫理』報告，2 0 0 1年 5 月 3 1 日。

「移植医療と医の倫理一患者の救命と他者の命」現代医療を考える会編『2 0 世紀の検証と現代一医師•医学 

者の戦争責任への認識と克服』2 0 0 1年。

「家族と記憶」慶應義塾大学経済学部編『家族へのまなざし』弘文堂，2 0 0 1年。

「授かりものの命 . 預かりものの命」『子どもといのちの教育研究会第4 回研究大会』ラウンドテーブル（清 

水 透 . 金光一彦 . 吉廣恵 . 大宫美智枝）2 0 0 2年 1 月 2 6 日。

「現代医療と他者の命の物象化」『三田学会雑誌』9 4 巻 4 号，2 0 0 2年。

「患 者 • 家 族 • いのち」『子どもといのちの教育研究会ワークショップ（D E S ) 報告，2 0 0 2年 5 月 1 8 日。

「南北問題と現代医療一患者家族から見えるもの」教育科学研究会『平和，人権と教育』部会報告，2 0 0 2年 

8 月 1 1 日。

「どうにかなるから」『母のひろば』童心社，2 0 0 2年 9 月。

「こころの片手間」近藤卓編『いのちの教育』実業之日本社，2 0 0 3年。

「造血幹細胞移植と生命倫理」「人体利用等にかんする生命倫理基本法」研究プロジェクト主催『第 2 回臓器 

移植法ワ一クショッブイン金沢一臓器移植法の問題点を探り出す』報告，2 0 0 3年 6 月 1 日。

r P B S C T と医の倫理」厚生労働省がん研究助成金事業「非血縁者間の造血幹細胞移植による悪性腫瘍の治癒 

率の向上に関する研究」班 （原田実根班長）班会議《2 . パネルディスカッション》『骨髄移植と末梢血幹細 

胞移植健常ドナーからの採取の安全性，および治療効果をいかに評価するか』報告，2 0 0 3年 6 月 1 3 日。
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「新規治療法の導入と医の倫理一P B S C T の非血縁者適用の可否をめぐって」厚生労働省臓器移植対策室講 

演， 2004 年 9 月 29 日。

「現代医療における患者• 家族 . ドナーをめぐる問題点」社会思想史学会シンポジウム「「人間」概念の変容 

と生命倫理』（島菌進 • 清水透 . 阿部知子 . 高草木光一) ，2 0 0 6年 1 0 月 2 2 日。

「臓器提供と本人意思一「意志」はどのように形成されるか：骨髄移植財団の活動から」『衆議院臓器移植法 

改正を考える会』講演，2 0 0 7年 2 月 1 5 日。

「〈いのち〉がみえる」『ぶどうのいえだより』N o.50, 2 0 0 8夏号，2 0 0 8年 8 月。

この他，全国の小中高，大学，市民団体を対象に，1 9 9 3年〜2 0 0 4年の間，医療といのちにかかわる66 
回の講演活動を実施。1 9 9 9年〜2 0 0 1年には骨髄移植をめぐる友情物語「舞台友情」の上演活動に携わる。
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